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この機関紙【福精連】は、共同募金の配分金によって作成されたものです。

QSK

８
月
29
日
（
金
）
み
ん
な
ね
っ
と
の

小
幡
事
務
局
長
と
の
懇
談
会
が
福
精
連

事
務
局
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
家
族
会
と
の
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。
懇
談
で
は
、
会
員
数
の

減
少
や
高
齢
化
、
定
期
的
な
集
ま
り
の

減
少
な
ど
県
内
及
び
全
国
の
共
通
課
題

が
出
ま
し
た
。

課
題
に
対
し
、
電
話
相
談
や
家
族
学

習
会
を
通
じ
て
新
た
な
会
員
を
増
や
す

事
例
や
、
家
族
会
内
で
役
割
を
分
担
す

る
必
要
性
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
他

に
も
、
若
い
世
代
へ
の
伝
承
や
新
し
い

活
動
方
法
の
検
討
、
地
域
と
の
連
携
強

化
の
話
題
が
あ
が
り
、
家
族
会
の
必
要

性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
部
で
は
福
精
連
役
員
と

の
懇
談
を
行
い
、
当
会
の
よ
う
に
、
家

族
会
と
事
業
所
が
一
緒
に
な
っ
て
運
営

し
て
い
る
県
連
は
少
な
い
事
を
知
り
ま

し
た
。
福
精
連
の
強
み
を
活
か
し
、
当

事
者
・
家
族
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
活
動

し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

高速バスでも割引があることをご存じですか？

西鉄グループでは、2017年4月1日より、精神障害者保健福

祉手帳をお持ちの方を対象とした、西鉄電車・ バスの運賃割

引を実施しておりますが、2024年10月1日より高速バスにおけ

る適用路線を拡大しています。未だ高速道路の精神障がい者

割引が実現しない中での西鉄グループの取組みに感謝です。

秋は行楽の季節。いつもよりちょっぴり足を延ばしてみま

せんか？

【割引対象者】 「精神障害者保健福祉手帳」をお持ちの方

【割引適用路線】 新たに適用となる路線（13路線）

福岡～長門湯本温泉★ 福岡・福岡空港～湯布院★

福岡・福岡空港～佐世保★ 福岡～宮崎★

福岡・福岡空港～ハウステンボス★ 福岡・福岡空港～延岡★

福岡～島原★ 福岡～鹿児島★

福岡・福岡空港～熊本● 福岡・北九州～東京（新宿）★

福岡・福岡空港～別府★ 福岡・北九州～名古屋★

福岡・福岡空港～大分★

★：予約制路線（座席指定制）

●：非予約制路線

※詳細につきましては、当会のHPま

たは、西日本鉄道㈱のHPをご確認くだ

さい

第７回 福精連大会

日時：１０月３１日（金）
１３：３０～１６：４５

場所：久留米シティプラザ
中会議室

講演：
第1部 谷口 仁史 氏
(認定特定非営利活動法人
スチューデント・サポート・フェイス）

テーマ
「精神障がいのある人へのアウト

リーチが当たり前になる社会」

第2部 家族会・事業所事例発表

※正会員 無料

賛助会員 1,000円・一般 2,000円

問合せ・申込

福精連事務局

０９２－２９２-０５６０

困
っ
て
い
る
方
が
た
ど
り
着
け
る
先
、

そ
れ
が
家
族
会

家
族
会
は

あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【編集】公益社団法人 福岡県精神保健福祉会連合会 〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町13-50 ６Ｆ

【発行】QSK九州障害者定期刊行物協会 〒812-0068 福岡市東区社領１丁目12番４号

【年会費】３,０００円（購読料含む）定価100円

賛助会員加入のお願い

令和７年度の賛助会員の募集を

行います。皆様のご協力よろし

くお願い致します。

年会費：個人 3,000円

団体 10,000円

郵便局振込先

加入名：（公社）福精連

口座番号：01760-7-84332

※福精連への賛助会費・寄付

金は確定申告の際の寄付金控除

の対象になります。

行

事

案

内

【
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
】

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
：
11
月
19
日
（
水
）

北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
：
10
月
３
日
（
金
）

筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
：
10
月
17
日
（
金
）

【
福
精
連
大
会
】

10
月
31
日
（
金
）
13
時
30
分
～

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

中
会
議
室

講
師
：
谷
口

仁
史

氏

【
第
３
回

理
事
会
】

10
月
31
日
（
金
）
10
時
～

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

中
会
議
室

【
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
大
会
】

11
月
11
日
（
火
）
13
時
～

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

久
留
米
座

県
知
事
表
彰
・
地
精
協
表
彰
式

講
師
：
松
本

俊
彦
氏

※
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
所
の
物
販
販
売
や
当
事
者

ス
ピ
ー
チ
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
拡
大
会
議
】

11
月
11
日
（
火
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ

医
療
費
助
成
の
勉
強
会

講
師
：
み
ん
な
ね
っ
と
医
療
費
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
座
長

木
全

義
治
氏

【
み
ん
な
ね
っ
と
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

佐
賀
大
会
】

12
月
11
・
12
日
（
木
・
金
）
13
時
～

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ

大
会
テ
ー
マ
「
わ
た
し
と
家
族
が
元
気
に
な
る
」

基
調
講
演
：
や
き
つ
べ
の
径

夏
苅

郁
子

氏

月間「みんなねっと誌」
を購読しませんか？

賛助会費（購読料を含む ）
個人 年間３、６００円
※団体は一部還元があるの
でお問い合わせを

郵便振込先
加入者名 みんなねっと
口座番号 ００１３０-０-

３３８３１７

電話番号 ０３-

６９０７-９２１１

令
和
７
年
度
賛
助
会
員
の
皆
様

<

団
体
会
員>

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
こ
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
医
療
法
人

陽
山
会

丸
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
医
療
法
人

要
会

か
な
め
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
お
か
医
院

・
医
療
法
人
み
ら
い

筑
紫
野
病
院

・
医
療
法
人
同
仁
会

乙
金
病
院

・
医
療
法
人
社
団
桜
珠
会

可
也
病
院

・
医
療
法
人
成
康
会

堤
小
倉
病
院

・
寿
防
災
工
業
㈱

・
（
一
社
）
福
岡
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

・
株
式
会
社

ち
く
し
の
郷
・
匠

・
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

・
医
療
法
人
社
団
松
和
会

門
司
松
ヶ
枝
病
院
家
族
会
「
み
の
り
会
」

・
社
会
福
祉
法
人

福
岡
あ
け
ぼ
の
会

サ
ン
サ
ン
は
か
た

・
社
会
福
祉
法
人

桜
園

・
一
般
社
団
法
人
ち
は
や
Ａ
Ｃ
Ｔ

・
医
療
法
人
緑
心
会

福
岡
保
養
院

・
一
般
社
団
法
人
Ｑ-

Ａ
Ｃ
Ｔ

・
島
手
そ
う
め
ん
販
売
㈱

・
社
会
福
祉
法
人
ほ
っ
と
福
祉
会

・
油
山
病
院

家
族
会

あ
け
ぼ
の
会

<

個
人
会
員>

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
一
木

猛

・
本
田

俊
慧

・
伊
原
加
津
代

・
石
河

定
子

・
鈴
木

久
子

・
蔦

忠
之

・
白
石

雄
二

・
田
川

裕
二

・
廣
津

輝
男

・
津
村

美
沙

・
犬
束

義
光

・
國
房

稔
代

・
戸
田

俊
彦

・
立
山

利
博

・
金
子

義
郎

・
阿
部

利
民

・
森
川

久
美
子

・
山
本

由
美

・
徳
久

照
道

・
中
里

真
一

・
内
原

守

・
大
平

実
男

・
馬
場

由
紀
子

・
石
田

健
治

・
松
本

國
寛

・
菅
野

康
子

・
永
末

雄
大

・
渡
辺

美
穂

・
下
川

展
弘

・
下
川

富
子

・
富
田

義
之

・
後
藤

英
一
郎

・
樋
口

靖
則

・
舟
越

洋

・
小
野

雄
史

・
古
屋

岳
治

・
浦
塚

真
理

・
永
末

雄
大

・
乙
村

未
沙
貴

・
木
原

聡

・
平
山

一
雄

・
井
上

純
治

・
坂
栗
さ
つ
き

・
野
澤

重
信

・
田
原

恭
子

・
楢
橋

恭
一

・
辻
田

雄
一

・
平
川

ミ
ド
リ

・
福
田

清
隆

・
山
口

由
紀
子

・
六
反

敏
裕

・
今
村

浩
司

・
竹
原

享

・
重
富

裕
司

・
斉
藤

光
子

・
隅
谷

和
生

・
原

久
美

・
川
本

茂
子

・
一
ノ
瀬

孝
行

・
牧

マ
リ
コ

・
佐
伯

大
樹

（
令
和
７
年
９
月
22
日
）

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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家
族
の
た
め
の
相
談
電
話

【
相
談
時
間
】13
時
～
16
時

・月
曜
日

０
９
０-

１
３
６
６-

７
４
９
８

・火
曜
日

０
８
０-

３
９
８
６-

１
９
８
０

・水
曜
日

０
８
０-
１
７
２
９-

１
９
５
０

・木
曜
日

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
０

・金
曜
日

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
５

・土
・
日
曜
日
・祝
日

９
時
～
16
時

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
５

一
人
で
抱
え
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
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事
業
所
の
代
表
者
会
議

８
月
21
日
（
金
）
午
前
、
当
会
所
属
の
事
業
所
の
代

表
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
各
事
業
所
の
運
営
状
況
や
特

色
、
工
賃
体
系
、
食
事
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

Ｂ
型
事
業
所
の
労
働
時
間
規
制
や
地
域
間
格
差
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
問
題
、
食
事
提
供
体
制
加
算
の

条
件
な
ど
事
業
所
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の

仕
方
を
発
表
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
少

人
数
だ
っ
た
も
の
の
、
議
論
は
絶
え
ず
、
時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど
で

し
た
。

今
回
、
事
業
所
会
議
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
事
業
所
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
と
情
報
共
有
の
重
要
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
次
回

開
催
時
に
は
、
多
く
の
事
業
所
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
虐
待
防
止
＆
身
体
拘
束
適
正
化
研
修
会
】

令
和
７
年
度
の
虐
待
防
止
研
修
会
が
７
月
４
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
30
事
業
所
・
家
族
115
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
福

岡
県
社
会
福
祉
士
会
の
安
田
征
司
氏
が
務
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

安
田
氏
の
講
義
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
虐
待
の
類
型

や
背
景
、
予
防
策
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

研
修
の
中
で
、
参
加
者
は
虐
待
防
止
と
権
利
擁
護
に
関
す
る
意
識

を
高
め
、
日
々
の
支
援
を
振
り
返
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
所
管
理
者
は
風
通
し
の
良
い
組
織
づ
く
り
を
心
が
け

る
事
、
支
援
員
は
利
用
者
と
の
信
頼
関
係
構
築
の
た
め
に
定
期
的
な

個
別
面
談
を
実
施
し
、
利
用
者
の
意
思
決
定
支
援
を
重
視
し
た
支
援

を
行
う
こ
と
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
行
い
、
利

用
者
の
障
害
特
性
や
病
状
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ

ま
し
た
。
他
に
も
、
人
員
不
足
解
消
の
た
め
の
対
策
を
話
し
合
う
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
を
し
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
岡
県
と
の
要
望
協
議

「医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
」

９
月
２
日
福
岡
県
と
の

要
望
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
項
目
は
、
①
医
療

費
助
成
の
拡
充(

当
面
２

級
ま
で
、
精
神
科
入
院
医

療
も
助
成
を
、
精
神
科
通

院
の
自
己
負
担
分
の
無
料

化
、
生
活
実
態
調
査
の
実

施
な
ど)

、
②
障
害
者
手

帳
の
格
差
是
正
、
交
通
運
賃
割
引
き
、
③
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
地
域
生
活
支
援
の
拡
充
、

④
家
族
と
家
族
会
へ
の
支
援
、
⑤
雇
用
促
進

と
「
雇
用
率
代
行
ビ
ジ
ネ
ス
」
問
題
、
⑥
小

中
学
生
む
け
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
パ
ン
フ
作

成
と
全
員
配
布
を
、
⑦
精
神
医
療
の
改
善

（
特
例
の
廃
止
、
身
体
拘
束
問
題
な
ど
）
、

⑧
障
害
年
金
他
11
項
目
で
す
。

医
療
費
助
成
を
２
級
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

は
、
「
厳
し
い
財
政
状
況
で
困
難
。
重
度
障

害
者
医
療
費
助
成
は
国
で
実
施
を
要
望
中
」
、

「
精
神
科
通
院
自
己
負
担
は
１
級
の

み
月
５
０
０
円
を
県
が
助
成
し
て
い

る
」
な
ど
を
回
答
し
ま
し
た
。

福
精
連
か
ら
は
、
「
身
体
・
知
的

は
半
数
近
く
が
助
成
を
受
け
て
お
り
、

精
神
１
級
は
手
帳
所
持
者
の
５
％
に

過
ぎ
ず
95
％
の
人
は
助
成
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
の
は
問
題
」
、
「
県
の

調
査
で
も
働
け
る
人
は
10
％
台
で
、

年
金
も
ら
え
な
い
人
も
多
い
。
２
級
、
３
級
で
も
働
け

ず
収
入
が
低
い
現
状
が
あ
る
」
、
「
身
体
合
併
症
で
受

診
を
控
え
症
状
が
悪
化
、
突
然
死
の
事
例
も
あ
る
」
、

「
身
体
合
併
症
が
あ
る
人
が
受
診
控
え
や
、
３
割
負
担

が
重
く
入
院
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
」
な
ど
、
事
例

を
交
え
て
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
２
級
ま
で
国
に
要
望
し
て
い
る
の
か
？
」

と
質
問
に
「
し
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
。
「
精
神
障
が

い
者
も
県
民
。
２
級
ま
で
適
用
の
試
算
で
も
身
体
の
助

成
額
よ
り
負
担
は
少
な
い
。
ま
ず
県
と
し
て
や
る
べ
き

こ
と
を
検
討
す
べ
き
」
と
、
求
め
ま
し
た
。
県
は
、

「
市
町
村
の
意
向
も
聞
い
て
み
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

手
帳
の
地
域
格
差
は
「
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
国
の

基
準
に
よ
り
適
正
に
判
定
し
て
い
る
」
。
交
通
運
賃
は
、

「
Ｊ
Ｒ
に
毎
年
要
請
し
て
い
る
」
。
家
族
支
援
で
は
、

全
保
健
所
で
の
家
族
講
座
の
実
施
と
家
族
会
の
紹
介
と

支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
24
時
間
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
体
制
構
築
は
人

的
予
算
上
か
ら
難
し
い
」
。
福
祉
へ
の
株
式
会
社
な
ど

の
営
利
主
義
参
入
と
質
低
下
、
利
用
者
職
員
へ
の
し
わ

寄
せ
は
、
「
指
導
を
し
っ
か
り
行
う
」
。
雇
用
率
売
買

ビ
ジ
ネ
ス
業
者
の
参
入
は
「
労
働
局
と
連
携
し
指
導
、

支
援
を
行
っ
て
い
る
」
。
利
用
者
の
意
思
に
関
係
な
く

Ａ
型
か
ら
Ｂ
型
へ
の
安
易
な
移
行
に
つ
い
て
、
「
利
用

者
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
」
な
ど

を
回
答
。
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
県

内
36
、
拠
点
整
備
は
56
市
町
村
で
設
置
し
た
」
、

「
『
に
も
包
括
』
の
協
議
へ
の
参
加
を
地
域

の
家
族
会
に
呼
び
か
け
て
い
く
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

精
神
医
療
の
改
善
で
は
、
「
身
体
拘
束
の

件
数
は
県
議
会
に
諮
り
公
表
の
予
定
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
身
体
拘
束
の
件
数
な
ど
に
つ

い
て
後
日,

、
資
料
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

福
精
連
理
事

白
石

雄
二
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家
族
支
援
は
本
人
支
援

９
月
５
・
６
（
日
）
み
ん
な
ね
っ
と

京
都
大
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。

台
風
15
号
の
影
響
の
中
、

日
本
全
国

か
ら
約
７
０
０
名
以
上
の
方
々
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

先
ず
リ
レ
ー
ト
ー
ク
の
中
で
印
象
深

か
っ
た
の
は
、
60
年
前
の
家
族
会
創
設

（
京
都
府
に
第
一
号
）
に
つ
い
て
。
京

都
府
連
の
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

は
精
神
科
入
院
費
５
割
負
担
。
高
額
な

医
療
費
を
払
え
ず
一
家
心
中
や
田
畑
を

売
る
な
ど
大
変
な
時
代
、
精
神
病
院
と

い
っ
て
も
、
医
療
と
は
か
け
離
れ
た
、

理
不
尽
な
扱
い
を
さ
れ
る
場
所
だ
っ
た

こ
と
。
隠
す
家
族
が
多
い
中
、
同
じ
よ

う
に
悩
ん
で
い
る
家
族
を
探
し
歩
き
、

家
族
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
苦
悩
や
歴

史
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
少
し
ず

つ
家
族
会
が
で

き
、
全
国
組
織

（
現
在
の
、
み

ん
な
ね
っ
と
）

が
結
成
さ
れ
、

共
に
（
京
都
、

み
ん
な
ね
っ
と
）

60
周
年
を
迎
え

た
と
の
こ
と
。

京
都
市
長
自
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
、
「
今
後
の
京
都
市
と
し
て
ケ
ア
の

課
題
や
、
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
、
互
い

に
繋
が
り
、
支
え
あ
っ
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
事
」

な
ど
、
想
い
や
考
え
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
「
人
と
人
と
の
対
話
が

拓
く
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
、
た
か
ぎ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
高

木
俊
介
氏
が
精
神
医
療
の
現
状
課
題
、
日

本
の
精
神
病
院
の
問
題
、
薬
物
療
法
の
限

界
な
ど
話
さ
れ
、
特
に
経
済
的
な
制
約
が

障
が
い
者
の
支
援
を
縮
小
さ
せ
る
懸
念
を

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
タ

リ
ア
の
状
況
に
も
触
れ
、
国
際
的
な
人
権

の
後
退
や
多
様
性
の
危
機
を
指
摘
し
ま
し

た
。
高
木
氏
の
絶
望
的
な
話
は
、
私
に
は

み
ん
な
へ
の
注
意
喚
起
、
心
配
事
と
し
て

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
精
神
障
が
い
者
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
医
療
依
存
か
ら
の
脱
却
、
家

族
会
は
大
規
模
化
せ
ず
、
小
規
模
な
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
で
共
に
活
動
で

き
る
支
援
者
の
必
要
性
。
家
族
と
の
適
切

な
距
離
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性
。
日
常
生

活
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
「
ご
め
ん
ね
」

の
言
葉
を
大
切
に
す
る
事
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

第
１
分
科
会
で
は
、

「
親
亡
き
後
を
み
す

え
た
家
族
ま
る
ご
と

支
援
」
と
題
し
て
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佛
教
大
学
の
塩
満

教
授
は
、
日
本
の
法

制
度
は
精
神
障
が
い

者
の
ケ
ア
を
家
族
に

依
存
さ
せ
て
お
り
、

家
族
に
過
度
な
負
担
を
か
け
て
い
る
現
状

に
触
れ
、
諸
外
国
の
支
援
体
制
と
比
較
し
、

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
高
橋
氏
は
、

両
親
が
急
死
し
た
通
所
者
さ
ん
の
支
援
例

を
紹
介
し
、
親
の
準
備
の
重
要
性
と
支
援

者
の
存
在
と
居
場
所
が
単
身
生
活
を
可
能

に
す
る
こ
と
を
強
調
。

兄
弟
の
立
場
の
赤
岩
氏
は
、
「
親
亡
き

後
」
の
課
題
を
、
兄
弟
の
法
的
義
務
に
つ

い
て
説
明
し
、
生
活
援
助
義
務
は
強
制
で

は
な
く
、
自
分
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
た

上
で
、
で
き
る
範
囲
で
支
援
す
る
こ
と
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
社
会
福
祉
事
業
団
の
後
藤
氏
は
、

「
大
分
モ
デ
ル
」
を
紹
介
し
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
県

づ
く
り
条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
。
親
亡

き
後
問
題
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

相
談
室
の
設
立
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。ま

だ
ま
だ
考
え
行
う
こ
と
な
ど
、
宿
題

が
多
く
あ
り
そ
う
で
す
が
、
初
め
て
全
国

大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

福
精
連
理
事

森
川

久
美
子

み
ん
な
ね
っ
と
京
都
大
会

精
神
保
健
福
祉
の
未
来
を
描
く

～
家
族
ほ
っ
こ
り
ま
る
ご
と
支
援
を
目
指
し
て
～

話
を
聞
き
な
が
ら
、
２

０
１
９
年
に
観
た
映
画

「
夜
明
け
前
」
（
呉
秀

三
と
無
名
の
精
神
障
害

者
の
１
０
０
年
）
が
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
の
あ
と
、

８
月
21
日
（
木
）
事
業

所
委
員
会
主
催
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
日
本
福
祉
大
学

の

青

木

先

生

を

迎

え

「

支

援

者

の

基

本

の

「
き
」
精
神
障
害
が
あ

る
人
へ
の
支
援
の
あ
り

方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
「
家

族
は
家
族
で
あ
る
前

に
自
ら
の
人
生
の
主

人
公
」
と
言
わ
れ
た

言
葉
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
自
分
を
気

に
か
け
、
大
切
に
さ

れ
る
と
、
そ
の
優
し

さ
を
周
り
（
当
事
者
）

に
返
し
た
く
な
る
。
「
優
し
さ
の
バ
ト
ン

が
繋
が
れ
る
。
」
素
敵
な
言
葉
！
、
バ
ト

ン
途
切
れ
ず
繋
が
っ
て
い
け
ば
、
今
よ
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
の
中
に
な
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

本
研
修
会
で
は
家
族
、

支
援
者
、
学
生
と
様
々
な

立
場
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
や
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。


